
基鞄へ筆澗椚阪人草衛星確認十

アフガン小麦の「帰郷」を進める横浜市立大教授

中国が省エネお墨付き

神
発
射
し
た
の
と
同
じ
形
状
の
貨
物
が

、
、
サ
イ
ル
基
地
に
搬
入
さ
れ
て
い
る
の

孟
達
し
、
日
本
政
府
な
ど
に
伝
え
た
。

日
米
な
ど
は
、
貨
物
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル

刃
、
ど
是
、
窪
嘗
急
い
で
い
る
。

＜
豊
記
事
国
際
面
＞

日
本
政
府
関
係
者
な
ど
に
よ

る
と
、
米
国
の
惜
報
衛
鼻
が
日

月
初
旬
、
北
朝
鮮
の
北
西
部
・

剋
郎
訝
喜
イ
ル
層
基

地
に
、
ミ
サ
イ
ル
部
品
の
よ
う

な
貨
物
が
運
び
込
ま
れ
る
様
子

を
と
ら
え
た
。
以
降
、
基
地
周

辺
で
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い

る
と
い
う
。

北
朝
鮮
は
－
月
、
．
同
じ
東
倉

皇
の
基
地
か
ら
「
人
工
衝
撃

と
称
し
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
し
た
が
、
直
後
に
空
中
分
解

し
、
失
敗
し
た
。
前
回
は
発
射

の
蘭
1
か
月
前
に
地
球
寄
衛

星
を
打
ち
上
げ
る
と
予
台
、
国

際
民
間
航
垂
機
関
（
I
C
A
O
）

や
国
際
幹
事
機
関
（
I
M
O
）

に
も
通
報
し
た
。
今
回
は
今
の

‘

月
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●

り
に
再
開
し
た
が
、
仮
に
北
朝

鮮
が
再
び
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
踏

み
切
れ
ば
、
協
議
継
続
は
難
し

く
な
る
と
み
ら
れ
る
。
外
務
省

幹
部
は
椚
北
朝
鮮
は
（
4
月
の

舞
射
華
行
を
強
く
非
難
し
た
）

国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
議
長

声
明
を
踏
ま
え
、
対
応
す
べ
き
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は
衆
院
選
と
韓
国
大
統
領
選
が

行
わ
れ
、
年
明
け
に
は
再
選
さ

れ
た
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
新
体

制
発
足
を
越
え
て
い
る
た
め
、

今
回
の
行
動
を
「
日
米
常
の
3

か
国
に
政
治
的
な
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
る
示
威
行
動
」
と
見
る
向

き
も
あ
る
っ

子
】
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
を
実
効
支
配

す
る
イ
ス
ラ
ム
主
義
敵
機
ハ
マ

ス
は
2
3
日
、
停
戦
合
意
に
基
づ

竜
エ
ジ
プ
土
が
仲
介
す
る
形

で
ガ
蓋
の
農
和
に
関
す
る

遠
を
行
う
。
2
1
日
夜
の
停
戦

発
効
後
、
√
ス
ラ
エ
ル
と
ガ
ザ

い
る
が
、
封
鎖
援
和
を
巡
る
双

方
の
対
立
は
根
深
く
、
協
議
が

難
航
す
る
の
は
必
至
だ
。

A
P
通
信
な
ど
に
よ
る
と
」

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
関
係

者
は
2
3
日
、
カ
イ
ロ
で
、
停
戦

を
仲
介
し
た
エ
ジ
プ
ト
当
局
と

個
別
に
協
議
す
る
。
ハ
マ
ス
は

坂
　
智
広
さ
ん
4
9

「
故
郷
の
土
を
楽

し
ん
で
い
た
」
。
半
世
紀
以
上
も

日
本
に
保
存
さ
れ
て
い
た
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
小
麦
在
来
種
を
「
帰

郷
」
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責

任
者
と
し
て
、
「
母
国
」
に
戻
っ

虎
3
4
0
鍵
の
生
育
を
見
守
っ

た
。
今
空
電
■
初
の
収
穫
を
迎
え

た
麦
は
、
生
き
生
き
と
育
ち
扇

つ
き
ガ
素
晴
ら
し
い
」
と
思
っ
た
。

在
来
種
は
、
所
属
大
学
の
研
究

者
が
1
9
5
5
年
、
小
麦
の
起
源

調
査
の
た
め
に
持
ち
帰
っ
た
。
そ

の
後
、
戦
乱
で
農
地
は
荒
廃
、
さ

ら
に
、
生
産
性
の
商
い
外
国
産
近

代
種
が
普
及
し
、
在
来
種
は
消
え

た
。
と
こ
ろ
が
、
外
国
種
は
ア
フ

ガ
ン
の
激
し
い
天
候
の
変
化
に
つ

い
て
い
け
な
い
。
「
こ
こ
の
気
候

風
土
に
合
っ
た
在
来
種
を
復
活
さ

．
せ
、
近
代
種
と
交
配
し
、
弱
点
克

絹
銅
締
帥
詣
㌘

虻
す
る
ケ
シ
の
錦
城
の
鍵
を
撮
る

の
は
、
農
薬
復
興
だ
。
在
来
種
小

麦
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
日
本
政

府
の
支
援
を
受
け
て
1
0
月
に
は
、

カ
ブ
ー
ル
に
農
業
技
術
者
研
修
会

を
設
立
し
唱
講
師
を
務
め
る
と
、

「
日
本
の
農
業
技
術
に
つ
い
て
賞

間
攻
め
に
あ
っ
た
」
。
未
来
へ
の

手
応
え
を
感
じ
た
。
「
ア
フ
ガ
ン

隠
自
給
自
足
を
達
成
し
、
小
麦
輸

出
匹
に
な
る
の
も
、
夢
で
は
な
ど

と
患
っ
て
い
る
。
（
カ
ブ
ー
ル
で

横
堀
裕
也
、
写
茅
も
）

み
ん
な
に
合
流
打
診

か
「
大
昔
を
」
渡
辺
氏
は
難
色

衆
院
選
で
法
薪
の
会
と
み

ん
な
の
党
は
現
在
柑
選
挙
区
で

競
合
し
て
お
り
、
「
第
3
礎
」

の
勢
力
内
で
の
つ
ぶ
し
合
い
を

避
け
る
た
め
、
合
流
し
た
方
が

よ
い
と
の
考
え
を
示
し
た
も
の
．

と
み
ら
れ
る
。

2
3
日
、
大
分
県
中
津
市
内
で
記

者
団
に
・
r
現
金
と
政
策
の
一
致

を
無
視
レ
て
合
流
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
い
き
な
り
令

流
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
は
、

乗
れ
な
い
」
と
述
べ
、
衆
院
選
前

の
合
流
に
否
定
的
な
考
え
を
示

同
区
に
出
展
す
る
小
沢
鋭
仁
元

環
境
相
へ
の
「
刺
客
」
と
な
局
V

共
石
氏
は
会
見
で
「
単
に
山

梨
1
区
だ
け
で
な
く
、
日
本
の

政
治
を
安
定
さ
せ
る
熟
彗
・
野

田
首
相
に
近
く
」
私
も
最
で

き
る
人
と
し
て
お
患
い
し
た
↑

封
鎖
の
全
面
解
除
を
要
求
し
て

い
る
が
、
ガ
ザ
へ
の
武
器
流
入

を
警
戒
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
は
封

鎖
解
除
芯
は
応
じ
な
い
構
え

だ。
庶
望
嵩
で
は
、
停
戦
発
効

か
ら
2
4
時
間
後
に
、
ガ
ザ
封
鎖

緩
和
な
ど
に
つ
い
て
藩
す
る

こ
と
で
一
致
し
て
い
る
。

一
方
、
A
P
通
信
に
よ
る
と
、

イ
ス
ラ
エ
ル
半
ば

と
の
境
界
付
近
肇

ス

チ

ナ

重

た
。
停
聖
妬
飽

ガ
ザ
の
死
者
は
知

イ
ス
ラ
エ
ル
園

ザ
と
の
境
界
一
盤

た
戦
車
な
ど
の
妙

が
、
境
界
付
近
の

依
然
、
続
い
て
い

【
北
京
＝
牧
野
田
亨
】
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
中

人
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　
チ
ャ
イ
ナ
」
は
．
2
3
日
、

専
会
見
し
、
省
エ
ネ
技
術
「
エ
コ
ナ
ビ
」
機
能

た
甚
濯
横
な
ど

商
品
が
、
I
S

2
0
シ
リ
ー
ズ

中
国
の
環
境
傑

受
け
た
と
発
表

日
本
政
府
の
余
聞
辞
鼻
国
有
化

で
は
日
系
企
業
の
業
績
に
層
影
等

る
野
間
挿
し
た
中
国
掴
鼠
傍
蘭

棟
・
環
境
発
展
セ
ン
タ
ー
主
体
淀

幕
レ
た
党
大
会
は
エ
コ
文
明
建
静

ち
出
し
た
。
今
後
も
パ
ナ
リ
ニ
ッ

な
企
業
が
、
中
国
の
消
費
者
に
多

ネ
商
品
を
轟
供
す
る
こ
と
を
望
射

た

。

　

　

　

　

　

一

－
種
類
遠
、
冷
蔵
庫
、
ヤ

空
気
清
浄
機
虻
董
卓
征
を
鵬

商
品
に
中
国
の
「
エ
コ
マ
ー
ク
」

き
、
消
費
者
が
購
入
す
る
陽
、
感

で
き
る
。


